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研究成果の概要（和文）：本研究では、保育者と研究者が協働で、子どもと素材が出会う環境づくりを行い、そ
の環境がどのように子どもの表現を支えるかについて検討した。
具体的には、特定の子どもに対して、どのように表現の過程に応じた環境構成ができるかを検討した。その結
果、目的やイメージを周囲にあるもので確かめながらつくりたい子どもには、 「落ち着き」「イメージの生成
と保持」「素材との出会い」を目的とした環境構成が重要であるといえた。

研究成果の概要（英文）：This study examined how nursery teachers can compose physical environments 
based on their understanding of an individual child’s needs. An action research was conducted in 
classrooms at a nursery school through collaboration between the researcher and the nursery 
teachers. We chose a child for whom the classroom teacher felt that some pedagogical action was 
required. 
The results supported the hypothesis that it is important to create an environment of ‘calm’ that 
offers the opportunity for the‘emergence and holding of images’ and ‘encounter with materials’.

研究分野：幼児心理学

キーワード： 幼児　環境構成　造形表現　素材　アクションリサーチ　協働
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の重要性は、第１に、幼児と素材とのかかわりを詳細に検討したことである。第2に、具体的な素材環境
のあり方を提案し、実践の改善につなげたことである。第3に、アクション・リサーチにより，保育者と研究者
が協働して素材環境について考え、改善することで、保育者の教材研究や環境構成に関する意識の変容を生みだ
したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

１）なぜ今、幼児期の創造・表現を問うのか                       

 日本の保育では、戦後以降、幼児の創造性育成のため描画や製作などの創造・表現活動

が重視されてきた。特に、少子化や育児環境の悪化などの要因で、幼児の挑戦の場が限ら

れている現代では、創造・表現活動が、制約のない試行錯誤できる経験を多く含んでいる

ことが注目されている。さらに、近年のテクノロジの発展に伴い、労働市場で需要される

業務スキルが、一人で精神的・身体的作業を行う定形業務から他者とかかわりながら身体

的・分析的作業を行う非定形業務へと変化しつつある（Ikenaga&Kambayashi、 2010）。こ

のような時代にふさわしい力として、他者と一緒に創造的に考えたり働いたりする思考方

法を身につけることが求められている（Griffin et al.、 2012）。そのため、同年齢他児

集団と過ごす保育の場で、幼児期から他者と共に創造・表現することを支える必要がある。 

 

（２）協同的な創造・表現を支える素材環境の重要性                         

 認知心理学では、徹底的な探索が創造プロセスを支えることが示されている（Getzels & 

Csikszentmihalyi、 1976）。幼児期は、手や体全体で素材とかかわることが探索する機会

になり、試行錯誤を通してモノの特性をつかみ、創造・表現が行われる。このような意味で、

あらゆる特性をもった素材とかかわり、素材を中心に他者とかかわることが創造性の獲得

にとって重要であると考えられる。しかし、どのような素材をどのように用意すればよいの

かについての研究は十分になされていない。その結果、実際の保育現場では、素材環境につ

いての十分な吟味がなされないまま、子どもまかせの自由放任の指導、保育者によって表現

の到達目標と過程が定められた指導といった極端な例が散見される（村田、2010）。2018 年

の幼稚園教育要領の改訂に向けての議論でも、幼児が主体的に活動を展開できるかどうか

は、保育者の環境の構成にかかっており、保育者が日常的に教材を研究することの重要性が

指摘されている（中央教育審議会「幼児教育部会取りまとめ」2016 年）。このような保育者

の教材研究に資する研究が必要であることから、本研究では、他者とともに行う創造・表現

を支える素材環境について検討する。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、子どもたちと素材とのかかわりに着目した分析に基づく、研究者と保育

者の協働による素材環境づくりが、どのように子どもが他者とともに行う創造・表現の支援

へとつながるかについて検討することである。 

 具体的には、①素材環境と子どもの活動との関連について、観察調査を実施する。さらに、

その結果に基づき、②保育者と研究者による意図的な素材環境づくりの実践と子どもの活

動との関連に関するアクション・リサーチを行い、幼児期の協同的な創造・表現を支える素

材環境のあり方について具体的に提案することを目指す。 

 

 

 



 

３．研究の方法 

 本研究は、協同的な創造・表現を支える素材環境について明らかにするために、子どもの

発達の過程に即して素材環境の観察調査を行う。その観察調査に基づき、保育者と協働で園

の素材環境づくりを行い、環境の変更、子どもの行動の観察、分析・考察をした上で、さら

に環境の変更をするアクション・リサーチを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 素材環境づくりのアクションリサーチの展開 

 

 

４．研究成果 

研究の成果は、雑誌論文８本、国内学会での発表１本で発信した。また研究する過程で得

られた知見に基づき、図書２件に分担執筆した。最終年度には、アクション・リサーチを行

い、その成果を京都教育大学紀要にて論文発表した。本論文は、アクションリサーチ的手法

を用いて、研究者と保育者が協働で、保育者が教育的な働きかけが期待されていると感じる

子どもの捉えに基づいて、教育的意図を環境に埋め込み、どのように「その子」の表現の過

程に応じた環境構成ができるかを検討した。その結果、目的やイメージを周囲にあるもので

確かめながらつくりたい子どもには、 「落ち着き」「イメージの生成と保持」「素材との

出会い」を目的とした環境構成が重要であるという仮説が支持された。 

  本研究の重要性は、第１に、幼児と素材との間のかかわりを詳細に検討したことであ

る。幼児期の創造・表現は、従来、個人の内的表出とみなされてきた。しかし、幼児がモ

ノと出会う過程を、言語的・視覚的・身体的なかかわりに着目して分析することで、 物

的・人的環境との相互作用で生み出される表現について明らかにした。第2に、実践の改

善に資する、具体的な素材環境のあり方を提案したことである。幼稚園教育要領や保育所

保育指針にあるように、日本の保育は「環境を通して行う教育」を基本とする。このこと

を踏まえ、保育実践の分析結果に基づいて保育現場の環境を変えるアクション・リサーチ

を行うことで、実践の改善に資する具体的な素材環境のあり方を提案した。第3に、アク

ション・リサーチにより、保育者と研究者が協働して素材環境について考え、改善するこ

とで、保育者の教材研究や環境構成に関する意識の変容が生じたことである。 
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